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高校生が環境授業で、紙ごみから布製品を制作 

別紙資料  無                     

  

◆アピールポイント 

〇（一社）アップサイクルは利用可能な資源を様々な企業・団体との連

携により有効活動していくためのプラットフォームとして設立されま

した。 

〇取組の１つに紙ごみと間伐材から紙糸をつくり、この紙糸から布製品

を制作するプロジェクト「TSUMUGI」があります。 

〇静岡市立高等学校では、環境授業の一環として紙ごみの現状を学び、

このプロジェクトに賛同し、校内で雑がみ回収を呼びかけるなど、主

体的な行動を起こしています。 

〇静岡市の家庭可燃ごみに捨てられている紙ごみのうち、約 45％がリサ

イクルできる紙ごみです（令和５年度ごみ組成調査結果）。紙ごみのリ

サイクル促進について、生徒たちが自分たちにできることを考えてい

きます。 

◆実 施 内 容 

第１回授業：令和 7年 7月 3日（木） 

紙ごみ・間伐材の課題とプロジェクト「TSUMUGI」を学習しました。 

雑がみ回収活動：令和 7年 7月 14日（月）～18日（金） 

校内で雑がみを回収し、（一社）アップサイクルへ引き渡します。紙糸

として再生予定です。 

今後の予定：令和 7年 9月頃に第 2回授業を実施予定 

イベント等を活用した雑がみ情報発信方法を高校生が企画します。 

制作物は啓発品として配布・寄贈を予定しています。 

◆取材のご案内 

日 時：令和７年７月 18日（金）７時 45分～８時 15分 

場 所：静岡市立高等学校（葵区千代田３丁目１－１） 

内 容：高校生による雑がみ回収活動の様子 

参加者：市立高校生徒約 20名（高校１年生、探究授業として有志参加） 

※取材いただける場合は、16日（水）正午までに下記問合せまでご連絡

ください。取材に関する確認及び駐車場をご用意させていただきます。 

【問合せ】 

ごみ減量推進課 ごみ減量・リサイクル推進係 

（静岡庁舎 13階） 

担当 井関、星崎 

電話 ０５４－２２１－１３６１ 
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